
ト
ッ
プ
記
事
に
は
前
文
と
写
真
が

あ
り
、
サ
ブ
記
事
は
本
文
の
み
、
3

番
手
記
事
は
前
文
が
な
く
写
真
が
あ

る
。
ベ
タ
記
事
は
、
だ
い
た
い
15
行

前
後
で
、
い
く
ら
で
も
融
通
を
つ
け

ら
れ
る
も
の
、
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

「
押
さ
え
て
流
す
」
の
で
す
か
ら
、

ま
ず
は
、
サ
ブ
や
3
番
手
記
事
を
左

に
「
た
た
む
」
こ
と
を
考
え
ま
す
が
、

ト
ッ
プ
と
の
兼
ね
合
い
が
大
事
で

す
。
ト
ッ
プ
と
サ
ブ
の
関
係
が
、
何

通
り
く
ら
い
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。ト

ッ
プ
に
は
、
4
段
見
出
し
、
3

段
写
真
と
い
う
「
制
約
」
が
あ
る
の

で
す
。
紙
面
上
、
ト
ッ
プ
ら
し
く
見

せ
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
も
大
き
な

「
文
字
」「
画
像
」
が
、
イ
ン
パ
ク
ト

を
も
っ
て
配
置
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
見
出
し
と
写
真
を
大
き
く
作
る

こ
と
が
コ
ツ
に
な
り
ま
す
。

「
押
さ
え
」
を
、6
段
、5
段
、
4

段
、3
段
、2
段
…
…
と
作
り
替
え
て

み
た
ラ
フ
レ
イ
ア
ウ
ト
の
例
で
す
。

上
掲
の
よ
う
な
内
容
を

１
段
13
字
52
行
９
段
の
紙
面
に
実
際

に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
み
ま
す
。

ト
ッ
プ
記
事
が
あ
り
、
サ
ブ
が
あ

り
、
3
番
手
記
事
が
あ
り
、
ベ
タ
記

事
が
い
く
つ
か
あ
る
、
と
い
う
典
型

的
な
ニ
ュ
ー
ス
面
の
紙
面
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

「8本10本」の2行チドリ見出しを前提にして考え
ると便利です。
n段×2――または（n段×2）－１と、覚えておきま
す。2行以外のばあいは、適宜、増減があります。

活版時代は、
（n段×２）＋1――でした。新聞の基本文字サイズ
拡大の流れの中で、見出しスペースは若干縮小した
ほうが決まって見える、というふうに変化していま
す。「プラス1」は、いまや不要です。

見出しの行数計算方法

実
践
／
ニ
ュ
ー
ス
面
レ
イ
ア
ウ
ト
「
押
さ
え
て
流
す
」
編
。

　　本文
Ａ　70
Ｂ　30
Ｃ　50
Ｄ　15
Ｅ　15
Ｆ　15
Ｇ　15
Ｈ　15
Ｉ　15

前文
15

見出し
4段
3段
2段
1段
1段
1段
1段
1段
1段

写真
縦3段

横2段

行数見当
177行
　48
　98
　18
　18
　18
　18
　18
　18

＊Ｄ～Ｉの一部または全部を囲みとする
＊見出し行数、写真行数、絵解きと前文のスペースや
　形は一定の範囲内で自在に調整できるものとする

押さえて流す

ニュース面の典型的な出稿メニューの例
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